
古
代

の
農
耕

に
み
る
労
働
手
段

の
農
耕
具
と
そ
の
所
有
を
め
ぐ

古
代

の
農
耕
儀
礼
、
農
耕
具
、
そ
し
て
労
働
手
段

の
所
有

に
関
す
る
描
写

っ

て

奥

野

義

雄

は
じ
め

に

古
代
の
農
耕

(農
業
)
に

つ
い
て
は
、

土
地
制
度
史
、
社
会
経
済
史
、
村
落
史
、

技
術
史
、
そ
し
て
政
治
史

(主

に
奴
隷
制
)
の
立
場
か
ら
触
れ
ら
れ
て
き
た
。
し

か
し
そ
の
論
究
の
多
く
に
は
、
農
耕

の
実
態
把
握
に
ま
で
至
ら
な
か

っ
た
と
い
え

よ
う
。

古
代
の
農
耕
の
実
態
を
捉
え
る
困
難
さ

の
大
き
な
要
因
は
、
奈
良

・
平
安
時
代

の
農
耕
に
か
か
わ
る
記
載
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

考
古
資
料
に
お
い
て
も
農
耕

に
関
す
る
遺
構
や
遺
物
11
農
耕
具
の
検
出
が
数
多
く

な
か

っ
た
と
い
う
要
因

の
た
め
で
も
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
古
代

の
農
耕

に
お
け
る
儀
礼
習
俗
の
究
明
も
あ
ま
り
展
開
さ
れ
る
こ

と
が
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う

(そ
れ
は
現
今
の
習
俗
調
査
に
よ

っ
て
農
耕
儀
礼

の
研
究
が
進
展
し
て
い
る
実
情
と
対
比
し

て
の
こ
と
で
あ
る
が
)
。

言
い
換
え
る
と
、
考
古
学
的
研
究
に
よ

っ
て
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
至
る

時
期
の
農
耕
具
の
実
態
が
明
確
に
さ
れ
て
き
た
反
面
、
奈
良
時
代
以
降
の
農
耕
具

を
含
ん
だ
農
耕

(農
業
)
に
か
か
わ
る
研
究
が
あ
ま
り
進
展
し
て
い
な
い
よ
う
に

み
え
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
こ
で
は
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
至
る
時
期
の
農
耕
具
を

中
心
に
、
農
耕
に
か
か
わ
る
儀
礼
習
俗

-
現
今

の
農
耕
儀
礼
習
俗
の
調
査
研
究
の

成
果
を
視
野
に
入
れ
て
ー
を
垣
間
見
な
が
ら
、
古
代
に
お
け
る
労
働
手
段
と
し
て

の
農
耕
具
の
存
在
と
そ
の
所
有

の
形
態
に
つ
い
て
素
描
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

な
ぜ
な
ら
、
奈
良

・
平
安
時
代
、

い
わ
ゆ
る
古
代
の
農
耕
具
を
視
点

に
あ
て
た

農
耕
の
実
態
が
徐
々
に
究
明
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
古
代
の
農
民
の
実
像
、
農

村
落
の
形
態
、
そ
し
て
農
民
の
立
場

(た
と
え
ば
奴
隷
制
あ
る
い
は
農
奴
制
下

の

農
民
の
存
在
形
態
な
ど
)
が
少
し
ず

つ
明
ら
か
に
さ
れ
て
く
る
と
想
定
し
得
る
か

ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
古
代

の
農
耕

の
儀
礼
習
俗
に
つ
い
て
、
農
耕
具
と
関
連
さ
せ
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
か
ら
は
じ
め
、
古
代
の
農
耕
具
と
所
有
形
態

へ
と
行
論

し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
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第

一
章

占
代
に
お
け
る
農
耕
と
そ
の
儀
礼
習
俗

占
代
お
よ
び
そ
れ
以
前
の
農
耕
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
幾
人
か
の
先
学
諸
氏
が

　
コ

　

文
献
史
料
や
考
占
資
料
か
ら
論
究
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
考
占
学
に
お
け
る
弥

生
時
代
や
占
墳
時
代
の
農
耕
の
研
究
は
、
遺
物

(農
耕
目
パ)
や
遺
跡

・
遺
構

(水

田
跡
)
の
検
出
に
よ

っ
て
、
よ
り
詳
細
に
展
開
さ
れ
て
き
た
。

農
耕

の
諸
作
業
と
出
七
遺
物
の
農
耕
目
パを
対
置
さ
せ
て
、
耕
転
作
業

(広
鍬

・

一
木
鋤

・
ナ
ス
ビ
形
平
鍬

・
又
鍬
)
↓
整
地
作
業

(横
鍬
)
↓
施
肥
作
業

(大
足
)

↓
播
種

(島
又
金
)
↓
移
植

・
間
引
き
作
業

(鍬
類
)
↓
中
耕
除
草
作
業

(小
型
又
鍬

・

一
木
又
鋤
)
↓
灌
概
↓
防
除
↓
収
穫
作
業

(石
包
r

・
石
製
鎌

・
鉄
製
鎌

・
穂
摘

目
パ)
↓
運
搬
作
業

(田
舟

・
櫨
)
↓
乾
燥
作
業

(鋸
歯
型
横
鍬

〔
ヱ
ブ
リ
〕
)
↓

脱
穀

・
調
整
作
業

(杵

・
臼

・
箕
)
な
ど
の
L
程
が

一
般
的

に
想
定
さ
れ
て
い
る

が
、

こ
の
r
程
は
占
墳
時
代
前
期
ま
で
の
農
耕

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
占
墳
時
代
末
頃
ま
で
に
出
現

し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
難
と
馬
鍬
は

人
力
に
よ
る
鋤
や
鍬
と
は
異
な
り
、
農
耕

に
変
化
を
も
た
ら
す
要
因
と
な

っ
た
こ

と
は
確
か
で
あ
ろ
う
が
、
翠
と
馬
鍬
の
普
及
の
度
合
と
時
間
的
経
過
が
変
化
の
条

　
　

　

件
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
塑

・
馬
鍬
と
牛

・
馬
と
の
繋
り
や
馬
鍬
の

出
土
例
を
も
と
に
黎
よ
り
も
馬
鍬
が
先
行
し
た
農
耕
具
で
あ
る
こ
と
も
提
示
さ
れ

ヘ
ヨ

　

て

い

る
。

こ

の

こ

と

は

と

も

か

く
、

い
わ

ゆ

る

〈
鋤

〉

〈
鍬

〉

の
類

は
弥

生

時

代

か

ら

現

わ
れ
、

〈黎
〉

〈馬
鍬
〉
の
類
が
占
墳
時
代
末
頃
か
ら
出
現
し
た
こ
と
は
確
か
な

事
実
で
あ
る
な
ら
、
占
代

(奈
良

・
平
安
時
代
)
に
お
け
る
農
耕
の
諸
作
業
に
も

若
干
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
と
想
定
で
き
る
が
、
現
段
階
で
は
、
こ
の
こ
と
を
証

明
す
べ
き
考
占
資
料
や
文
献
史
料
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。
と
く
に
、
農
耕
具
の

変
革

に
よ

っ
て
水
田
耕
作
に
大
き
な
変
化
が
あ

っ
た
と
い
う
事
象
は
、
奈
良
時
代

の
考
占
資
料

・
遺
物
か
ら
は
読
み
と
れ
な
い
。
ま
た
、
同
様
に
奈
良
時
代
の
文
献

史
料
に
は
、
変
化
を
示
す
事
象
す
ら
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。

た
だ
、
農
耕
具
の
変
革
と
は
関
連
し
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
九
条
兼
良
が
註
釈
を

お
こ
な

っ
た

『
令
妙
」
の

「墾
田
」
の
項
に

天
平
卜
五
年
格
云
。
墾
田
拠

養
老
七
年
格

・。
限
満
之
後
依
例
収
校
。
由
レ
是

農
夫
怠
倦
。
開
地
復
荒
。
自
今
以
後
任
為

私

財

一云
々
。
今
案
。
墾
田
以
二
空

閑
地

↓作
田
也
。

　
ぐ

　

と
あ
り
、
八
世
紀
前
半
の
農
耕
の
状
況
が
記
載
さ
れ
、
開
墾
地
も
農
夫
の
怠
慢
に

よ

っ
て
荒
廃
化
11
荒
田
化
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

こ
の
よ
う
に
荒
田
化
し
た
耕
地
あ
る
い
は
元
来
か
ら
の
荒
田
地
を
開
墾
し
た
事

象
は
、
奈
良

・
平
安
時
代
と
も
に
存
在
し
た
。
た
と
え
ば
、

「価
以
天
平
宝
字

三

年
検
寺
田
使
造
寺
司
判
官
外
従
五
位
下
」
毛
野
公
眞
人
等
論
傅
、
荒
野
寺
家
墾
開

　
ら

　

成
田
」
と
い
う
記
述
か
ら
も
窺
え
る
。

さ
ら
に
、
初
期
荘
園
を
含
め
て
、
荘
園
内
に
荒
田

(荒
地
)
が
数
多
く
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
い
わ
ゆ
る
荘
園
史
料
か
ら
理
解
さ
れ
、
荘
園
研
究
に
お
い
て
提
示

さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
「越
中
国
東
大
寺
荘
惣
券
」
に
み
る

「
石
粟
庄
地
壼
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伯
壼
拾
武
町
」
に

「荒
参
拾
武
町
武
段
参
伯
壼
拾
騨
歩
」
と
あ
り
、
荘
園
所
領

一

一
二
町
の
内
荒
田
が
三
二
町
二
段
三

一
四
歩
あ
り
、
約
四
分
の

一
が
荒
田
で
あ

っ

た
こ
と
に
な
る
。
荒
田
の
占
め
る
割
合

は
異
な
る
が
、
同
様

に

「杵
名
蛭
庄
」

「俣
田
庄
」
「須
加
庄
」
「成
戸
庄
」
な
ど
の
諸
荘
園
に
も
荒
田
が
存
在
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

一
方
、
平
安
時
代
の
寺
領
荘
園
に
も
荒

田
が
数
多
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
貞
観

一
四

(八
七
二
)
年
三
月
九

日
付

の

「
貞
観
寺
田
地
目
録
帳
」
に
、

「合
渠
値
伍
拾
伍
町
渠
段
捌
拾
武
歩
」
に

「荒
田
百
冊
八
町
三
段
八
十
歩
」

が
あ

り
、
さ
ら
に

「未
開
地
二
百
七
七

一
町
六
段

一
歩
」
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
窺

　
　

　

え
る
。

耕
地
の
荒
廃
化
11
荒
田
化
は
、
こ
こ
に
掲
げ
た
こ

・
三
の
事
例
に
と
ど
ま
ら
ず

数
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
古
代
国
家

の
経
済
基
盤
を
左
右
す
る
問
題
で

も
あ
る
と
と
も
に
、
農
耕
具
の
変
革
の
み

で
は
解
決
し
得
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
。

そ
し
て
、
新
し
い
農
耕
具
す
な
わ
ち

〈黎
〉

〈馬
鍬
〉
の
普
及
が
進
展
し
た
と
し

て
も
、
自
然
的
な
弊
害
が
耕
地
の
荒
廃
化

を
も
た
ら
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ

っ
た
。

す
な
わ
ち
、
「損
不
堪
佃
田
事
」
の
項
に

コ

凡
田
有
水
旱
轟
霜
熟
之
処
。
応
免

　
　

　

調
庸
者
」
(慶
雲
三

〔七
〇
六
〕
年
九
月
、
一十
日
付
)
と
い
う
文
言
、
「遭
水
旱
炎

捏
不
熟
田
」
「准

レ令
。
田
有
二
水
旱
轟
霜

不
熟
之
処
。
国
司
検

レ
実
」

(霊
亀
三

　
　

　

〔七

一
七
〕
年
五
月
十

一
日
付
)
と
い
う
記
述
か
ら
、
水
旱
や
蜂
や
霜

の
害

に
よ

る
場
合
が
あ

っ
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
自
然
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
神
仏

へ
の
祈
願
、

つ
ま
り
農
耕
儀
礼
が

国
家
的
行
事
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
古
代
の
農
耕
儀
礼

を
若
干
次
に
垣
間
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

『
日
本
書
紀
」
や

『続
日
本
紀
」

に
は
、
自
然
現
象
に
よ
る
災
害
す
な
わ
ち
長

雨
や
旱
魅
、
そ
し
て
蜆
害
な
ど
に
よ

っ
て
不
作
に
な

っ
た
こ
と
が
数
多
く
記
載
さ

れ
て
い
る

(皇
極
朝
元

〔六
四
二
〕
年
二
五
日
の
条
、
天
武
朝
五

〔六
七
六
〕
年

六
月
の
条
、
持
統
朝
四

〔六
九
〇
〕
年
四
月
二
二
日
の
条
11

『
日
本
書
紀
』
、
文

武
朝
慶
雲
三

〔七
〇
六
〕
年
六
月
一
一三
日
の
条
、
淳
仁
朝
天
平
宝
字
七

〔七
六
三
〕

年
八
月

一
日
の
条
、
そ
し
て
光
仁
朝
宝
亀
七

〔七
七
六
〕
年
八
月

一
五
日
の
条

11

　ね
　

『
続
日
本
紀
」
な
ど
に
み
え
る
が
、

一
部
分
に
す
ぎ
な
い
)
。

こ
の
よ
う
な
自
然
現
象

に
よ

っ
て
ひ
き
起
る
災
害
に
は
、
さ
き
に
触
れ
た

〈長

雨
〉

〈旱
魅
〉

〈捏
害
〉

の
ほ
か
に

〈大
風
〉

〈霜
〉
に
よ
る
災
害
も
あ

っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
災
害

に
つ
い
て
個
々
に
事
例
を
掲
げ
る
と
枚
挙
に
邉
が
な
い
ほ
ど

で
あ
る
の
で
、
各
々
の
災
害

の

一
、
二
の
事
例
を
掲
げ
る
に
と
ど
め
た
い
。

ま
ず
、
農
耕

に
お
け
る
災
害

で
よ
く
記
載
さ
れ
て
い
る
の
が

〈
長
雨
〉

〈
旱

越
〉

で
あ
る
。
農
耕
儀
礼

の
呼
称
で
示
せ
ば
、

〈
日
乞
い
〉

〈雨
乞
い
〉
の
儀
礼

習
俗

で
あ
る
。

持
統
朝
四

(六
九
〇
)
年
四
月
二
十
二
日
の
条
に

「始
祈
雨
於
所
々
。
旱
也
」

と
み
え
、
旱
魅

に
よ

っ
て

〈雨
乞
い
〉
の
祈
願
を
所
々
で
お
こ
な

っ
た
こ
と
が
窺

　ロ
　

え
る
。
ま
た
、
『小
右
記
』
の
寛
和
元

(九
八
五
)
年
六
月
二
十
八
日
の
条
に
、

於
神
泉
苑
、
以
元
果
僧
都
被
修
請
雨
経
法
、
炎
畢
佃
斡
按
当
渉
旬
、
天
下
致
愁
、

有
東
大
寺
及
龍
穴
等
御
読
経
云
云
、
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　ロ
　

と
あ
り
、
神
泉
苑
で
の
祈
雨
11
請
雨
は
成
就
せ
ず
、
天
下

(万
民
)
は
憂
愁
し
た
。

そ
こ
で
、
再
び
東
大
寺
お
よ
び
龍
穴
社
な

ど
で

(祈
雨

の
)
読
経
を
お
こ
な

っ
た

と
い
う
状
況
が
窺
え
る
。
さ
ら
に
、
『
中
右
記
』
の
天
永
二

(
一
一
一
三
)
年
八

月
十
八
日
の
条
に
は
、

ロ　
カ
ロ

依
奉
止
雨
春
弊
事
、
辰
刻
許
参
内
、
去
十
五
日
奉
此
旨
。
仰
藏
人
弁
令
催
陰

陽
寮
井
弊
料
赤
毛
馬
、
又
仰
外
記
令
催
二
社
使
又
宣
命
事
、
(中
略
)
、
午
刻

天
晴
、
奉
弊
之
験
歓
、
肱
砒
朗
醸
稗
ポ
枇
八

　め
　

と
あ
り
、
長
雨
を
止
め
る
た
め
の
祈
雨
を

お
こ
な

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
併
せ
て
、

こ
の
年

の
七
月
は
炎
早

(
日
照
り
)
で
あ

っ
た
こ
と
も
窺
え
る
。

農
耕
儀
礼

の
中
で
も
祈
雨
11
請
雨
と
止
雨
が
も

っ
と
も
多
く
み
ら
れ
る
が
、
な

か
で
も
祈
雨
す
な
わ
ち
雨
乞
い
祈
願
が
数
多
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。

で
は
、
次
に

〈蜆
害
〉
に
対
す
る
防
禦
祈
願
に

つ
い
て
窺

っ
て
み
る
こ
と
に
し

よ
う
。

光
仁
朝
宝
亀
七

(七
七
六
)
年
八
月
十
五
日
の
条
に

「天
下
諸
国
捏
。
畿
内
者

　
け
　

遣
使
巡
視
」
と
い
う
文
言
か
ら
、
諸
国
に
蜂
が
発
生
し
、
蜆
害
の
有
無
を
巡
視
さ

せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
『左
経
記
』

の
寛
仁
元

(
一
〇

一
七
)
年

の

「
目

録
」

の
八
月
、二
日
の
条
に

「依
蟷
虫
可
被
行
廿

一
社
奉
弊
定
事
」
と
あ
り
、
そ
の

　め
　

本
文

に
は

「
於
右
侯
座
被
定
申
廿

一
社
奉
弊
使
、
側
諌
㏄
襯
加
職
尉
蛇
ダ
麟

」
と
み
え
、

捏
害
を
禦
ぐ
た
め
の
祈
願
が
二
十

一
社
で
お
こ
な
わ
れ
た

(
こ
の
ほ
か
仁
王
最
勝

両
経

の
転
読
も
併
行
さ
れ
た
)。

こ
の
よ
う
に
捏
害
を
禦
ぐ
た
め
の
祈
願
、
す
な
わ
ち
農
耕
儀
礼
が
国
家
的
規
模

で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

祈
雨
、
止
雨
、
そ
し
て
蟷
害

に
か
か
わ
る
農
耕
儀
礼
の
ほ
か
に
、
風
害
、
霜
害

な
ど
を
防
ぐ
祈
願
も
お
こ
な
わ
れ
た
と
想
定

で
き
る
が
、
詳
細
な
記
述
は
検
出
し

得
な
い
。
た
だ
、
す
で
に
触
れ
た
慶
雲
三

(七
〇
六
)
年
九
月
二
十
日
付
の

「田

　め
　

有
二
水
旱
錨
霜
不
熟
之
庭

一。
応
レ
免
二
調
庸

一者
」
と
い
う
文
言
、
延
喜
十
八

(九

一
八
)
年
六
月
二
十
日
付
の

「准
二
田
令

一。
固
水
旱
轟
霜
不
熟
之
庭
。

国
司

　り
　

検
レ
実
」
と
い
う
記
載
か
ら
、
水
旱

(祈
雨

・
止
雨
)
、
轟

(
蟷
害
)

に
対
す
る

祈
願
が
お
こ
な
わ
れ
た
事
実
に
よ

っ
て
霜
害

へ
の
対
処
も
な
さ
れ
た
と
容
易
に
想

定
で
き
る
。

ま
た
、
す
で
に
触
れ
た
大
宝
元

(七
〇

一
)
年
八
月

二
十

一
日
の
条

に
み
る

「参
河
。
遠
江
。
(中
略
)。
紀
伊
。
伊
予
十
七
国
捏
。
大
風
壊
百
姓
盧
舎
損
秋
稼
」

　
ね
　

と
い
う
文
言
、
「応

レ令
下
二
太
宰
府
管
内
諸
国

一佃
二
公
営
田
一
事
」

の
条
に

「
若

　
り
　

遭
二
風
損
虫
霜
之
害

一。
依
レ
実
免
損
」
云
々
と
い
う
記
載
か
ら
、
風
害
を
防
ぐ
祈

願
が
国
家
的
儀
礼
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
は
充
分
考
え
ら
れ
る
(時
期
が
少

し
遡
る
が
、
た
と
え
ば
天
武
朝
十
二

(六
八
三
)
年
に

「祭
広
瀬
龍
田
神
」
云
々

と
あ
り
、
竜
田
社
の
風
神
を
祀

っ
た
こ
と
が
窺
え
、
風
神
に
祈
願
習
俗
が
あ

っ
た

　
り
　

こ
と

を

示

す

)
。

こ

の
よ

う

に
古

代

の
農

耕

に
お

い

て
、

〈
祈

雨

〉

〈
止

雨

〉

〈
除

捏

虫

〉

〈防

　ハ
　

風
〉

〈防
霜
〉
の
た
め
の
農
耕
儀
礼
は
、
農
耕
の
諸
作
業
を
お
こ
な
う
農
民
は
も

と
よ
り
、
天
皇
、
貴
族
ま
で
も
精
神
的
な
依
り
ど
こ
ろ
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

農
耕
、
と
り
わ
け
水
田
耕
作
に
お
け
る
労
働
手
段
と
し
て
の
農
耕
具
の
改
良
、
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発
展
、
普
及
の
度
合
に
も
よ
る
が
、
労
働
手
段

の
農
耕
具
の
善
し
悪
し
の
み
で
は
、

耕
地
の
開
発

・
拡
充
は
果
し
得
な
か

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
農
耕
具
の
善

し
悪
し
の
是
非
を
考
え
る
以
前
に
、
農
民

が
労
働
手
段
と
し
て
の
農
耕
具
の
種
類

と
、
ど
れ
だ
け
用
い
て
い
た
の
か
と
い
う
点
と
農
耕
具
の
所
有

・
占
有
の
形
態
が

ど
の
よ
う
で
あ

っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
農
耕
11
農
業
の
発
達
を
促
し
て
い

っ
た

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う

(言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
こ
に
は
農
民
の
労
働
力
を

投
入
す
る
耕
地
の
占
有

・
所
有

の
有
無
が
基
盤
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
)

そ
こ
で
、
次

に
古
代

の
農
耕

に
お
け
る
労
働
手
段
と
し
て
の
農
耕
具
と
そ
の
所

有
形
態
に

つ
い
て
、
先
学
諸
氏
の
論
考
を
踏
ま
え
て
、
文
献
史
料
を
中
心
に
考
え

て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

註
(
1
)
古

島
敏
雄

『
日
本
農
業
技
術
史
」
上

(
『古
島
敏
雄
著
作
集
』
第

六
巻

・
再
録

)

所

収
。鋳

方
貞
亮

『
農
具

の
歴
史
」

〔至
文
堂
本

・
日
本
歴
史
新
書
)
所
収

木
下

忠

「
農
具
」

(
日
本

の
考
古

学
皿

弥
生
時
代
)
所
収

黒
崎

直

「木
製
農
耕
具

の
性
格

と
弥
生
社
会

の
動
向
」

(考
古
学
研
究

六

三
号
)

所
収

(2
)
黒
崎

直

『
日
本

の
美
術

古
代

の
農
具
」
所
収
。

(3
)
河
野
通
明

「馬
鍬

の
導
入
」
(
『
日
本
農
耕
具
史

の
基
礎
的
研
究
」
所
収

)

(
4
)

『群
書
類
従
」
第

六
輯
所
収

(
『
新
校
群
書
類
従
』

〔名
著
普

及
会
本

〕
第

四
巻
所
収
)

(
5
)
～

(6
)

「
越
前
国
司
解
」

の
条

(
『寧
楽
遺
文
」

中
巻

〔経
済
編
上
〕
所
収
)

(7
)

『
平
安
遺
文
』
第

二
巻
、
第

一
六

五
文
書

、
同

「
目
録

帳

」

に
は
、

国

ご
と

に
詳

し
く
荘
地

の
状
況

が
記
載

さ
れ

て
い
る
。
た
と
え
ば
、

伊

賀
国

の

「
此
自

岐
荘

地
七

町

四
段

三
百
十

四
歩
」

の
内
、
「荒

地

一
町
二
段
三
百
廿
四
歩
」
と
明
記
さ
れ

て
い
る
。

(
8
)
～

(
9
)

『政
事

要
略
」
中
篇

(
巻
第
六
十

「
交
替
雑
事
」
)
所
収

(
10
)

『
日
本
書

紀
」
後
篇
お
よ
び

「
続

日
本
紀
』
前
篇

繍

嗣
国
史
大
系
〕
所
収

(
11
)

『
日
本

書
紀
」
後
篇

〔噺
嗣
国
史
大
系
〕
所
収

(
12
)

『小

右
記
』

一

〔増
補
史
料
大
成

別
巻
〕
所
収

(
13
)

『
中
右
記
」
四

〔増
補
史
料
大
成

12
〕
所
収

(
14
)

「
続

日
本
紀
』
後
篇

〔鞠
嗣
国
史
大
系
〕
所
収

(
15
)

『
左
経
記
』

〔増
補
史
料
大
成

6
〕
所
収

(
16
)
～

(
19
)

『
政
事
要
略
」
中
篇

繍
嗣
国
史

大
系
〕
所
収

(20
)

『
日
本
書
紀
』
後
篇

繍
嗣
国
史
大

系
〕
所
収

(
21
)

〈祈
雨
〉

〈止
雨
〉

の
祈
願
、

〈
蜆
害
〉

〈
風
害
〉

〈
霜

害
〉

を
禦

ぐ
祈

願

の
ほ

か
に
、
農
耕
儀
礼

の
習
俗

に
は
、
m
苗
代

の
水

口
祭

、

㈲
寒

送

り
時

の
農
作

物

の
吉

凶
占

い
、

㈹
収
穫
祭
な
ど
も
あ

っ
た
。
古
代

の
農
耕

儀

礼
習
俗

の
ほ
と

ん
ど

は
、

後

世

(
近

・
現
代
)

の
社
会

へ
受
け
継
が
れ

て
い

っ
た

こ
と

は
明
確

な
事
実

で
あ
る
。

古

代
と
近

・
現
代

の
農
耕
儀
礼
を
対
置
す

る
と
次

の
よ
う
に
な
ろ
う
。

(
古

代

)

ω

寒

送

り

(土
牛

・
薫
子
を

つ
く
り

農
作
物
の
占
凶
を
占
う
)

㈲

水

口
祭

(苗
代
田
の
水
口
に

斎
串
を
立
て
る

)

(近

・
現

代

)

ω
寒

送

り

吻
水

口
祭

(苗
代
田
の
水
口
に

牛
玉
枝
を
立
て
る
)
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個
蟷
害
除
け
祈
願

鰯
祈
雨

・
止
雨

㈲
風
害
除
け
祈
願

㈲
収
穫
祭

(秋
の
田
祭
)

m
修
正
会

㈲
虫
送

り

ゆ
雨
乞

い

・
日
乞

い

㈲
風
祈
祷

㈲
秋
祭

㎝
オ

コ
ナ
イ

こ
の
よ
う

に
古
代

と
近

・
現
代

(
昭
和

四
〇
年
代

ま

で
と

い
う

べ
き

か
)

と

の
農

耕
儀
礼
習
俗

の
差
異

は
、
名
称

や
行
為
主
体

な
ど

の
違

い
を

示
す

以
外
、

ほ
と

ん
ど

同
様
な
習
俗
形
態
と

い
え
よ
う

(
㎝
は
五
穀
豊

穣
祈

願

が
込

め

ら
れ

て
い
る

の
で
提

示
し

て
お

い
た
。
畑
寒
送

り

(土
牛

・
童
子
)
」

「水

口
祭

(斎

串
を
立

て
る
)
」
、

そ
し

て

「収
穫

祭

(
秋

の
田
祭
)
」

に

つ
い
て
は
、
す

で
に
別
稿

で
触

れ

て
い
る
)
。

　メ
職
『

.

.mm「7「柵 …C

D撫 墾
乳 ギ 隆

罵、一

窟 渉魯{罫
・

難纏
▲今日の風祈祷(札:

第
二
章

古
代

の
農
耕

に
み
る

労
働
手
段
と
し
て
の
農
耕
具

弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
の
農
耕
具
は
、
考
古
資
料
に
よ

っ
て
明
ら

か
に
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
出
土
し
た
農
耕
旦
ハの
機
能
的
調
査
研
究
は
、
農
耕

の
諸
作
業
と
関
連
づ
け
る
成
果
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
そ
こ
に
は
、
農
耕

に
か
か

わ
る
習
俗

の
伝
承
資
料
調
査
成
果
が
あ

っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
考
古
学
研

究
に
お
け
る
伝
承
資
料

の
調
査
成
果
の
移
入
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
と
も
か
く
、
考
古
資
料
と
し
て
の
農
耕
旦
ハの

〈物
〉
か
ら
の
調
査

研
究
の
視
点
と
は
別
に
文
献
史
料
か
ら
の
調
査
研
究
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ

ろ
う
か
。

言
い
換
え
る
と
、
文
献
史
料
を
と
お
し
て
農
業

(農
耕
)
技
術
史
を
明
ら
か
に

し
よ
う
と
し
た
古
島
敏
雄
氏
の
諸
研
究
業
績
を
踏
ま
え
た
研
究
は
、
現
段
階
も
展

開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
り
わ
け
、
古
墳
時
代
以
降
、
古
代
に
お
け
る

農
耕
具
の
史
料
的
研
究
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
が
、

こ
こ
で
は
関
心

事
と
な
ろ
う
。

た
だ
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
奈
良

・
平
安
時
代
の
農
耕
旦
ハに
か
か
わ
る
文
献
史

料
が
山
積
み
さ
れ
る
ほ
ど
豊
富

で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
あ
え
て

数
少
な
い
文
献
史
料
か
ら
農
耕
具
が
、
古
代
-
奈
良

・
平
安
時
代
1
に
お
い
て
、

農
耕
の
諸
作
業
の
中
で
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
た
か
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
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い

る
。

そ

こ

で
、

古

代

の
文

献

史

料

f
現

実

に
は

平

安

時

代

が

中

心

に
な

る
が

ー

に

と

ど

め

ら

れ

て

い

る
農

耕

具

に
焦

点

を

絞

っ
て
窺

っ
て

い
く

こ
と

に
し

た

い
。

『
続

日
本

紀

』

の
元

正

朝

養

老

六

(七

二

二

)

年

閏

四
月

二
十

五

日

の
条

に
、

又

食

ノ
之

為

け
ル
本

。

是

レ
民

ノ
所

け
リ
天

ト
ス
ル
。

随

レ
時

二
設

励
ハ
策

ヲ
。

治

国

ノ
要

政

。

望

請

一.
ク
ハ
。

勧

回
農

ヲ
積

け
穀

ヲ
。

以

テ
備

ハ
水

旱

孤
。

傍

委

藩
ア
所

司

づ
。

差

」
発

シ
人

夫

ヨ
。

開

」
墾

シ
膏

膜

ノ
之

地

良

田

一
百

万

町

づ
。

其

ノ
限

励
役

ヲ
ト

日

ニ
ソ
。

一

一

便

一ア
給

根

二
食

↓
。

所

〃
須

ユ
ル
調

度

ハ
官

物

借

け
之

。

秋

収

ヲ
リ
而

後

二
。

即

令

3
ン

造

備

。

(中

略

)
。

如

シ
部

内

ノ
百

姓

。

荒

野

閑

地

二
。

能

ク
加

了
功

力

3
。

収

コ
穫

ス
ル
雑

穀

ヲ
三

千

石

以

上

ニ
ハ
終

四
ア
身

勿

け
メ
ン
事

。

見

二
帯

態
ア
八

位

巳
上

ワ
加

つ
勲

一
転

ヨ
。

即

酬

賞

ノ
之

後

。

稽

遅

メ
不

ン
ハ
営

コ
。

追

テ
奪

了
位

記

9
。

各

還

け
ン
本

色

。

(下

略

)
。

　
を

　

と
い
う
記
載
が
み
え
、
そ
こ
に
は
一
、
・
三

の
興
味
深
い
示
唆
が
あ
る
。

ま
ず
、
そ
の

一
つ
は
、
国
家
を
統
治
す
る
要
の
政
策
は
勧
農
に
よ

っ
て
穀
物
を

蓄
積
す
る
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
備
蓄
は
水
旱
が
起

っ
た
と
き
の
た
め
で
あ
る
と
明

示
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
良
田

一
〇
〇
万
町
を
開
墾
す
る
た
め
の

「
調
度
」
は
官

物
を
も

っ
て
借
用
さ
せ
、
秋

の
収
穫
後
に
は
こ
の

「調
度
」
を
造
ら
せ
て
備
え
さ

せ
る
意
図
が
窺
え
る
。
そ
し
て
、
三

つ
目
と
し
て
は
、
「荒
野
閑
地
」

に
労
働
力

を
投
入
し
て
雑
穀
三
千
石
以
上
を
収
穫
し

た
者
あ
る
い
は

一
千
石
以
上
を
収
穫
し

た
者
に
は
褒
賞
を
与
え
と
す
る
国
家
の
勧
農

へ
の
意
欲
が
わ
か
る
。

古
代
国
家
の
勧
農
と
穀
物
の
備
蓄
の
意
図
が
窺
え
る
以
上

に
、
興
味
を
ひ
く
の

は
、
官
物

の

「
調
度
」
を
開
墾
時
に
借
用
さ
せ
、
収
穫
後
に

「調
度
」
を
造
ら
せ

て
備
え
さ
せ
た
と
い
う
記
述
で
あ
る
。

こ
の

「
調
度
」
と
は
、
開
墾
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
な
ら
ば
、
農
耕
に
か
か
わ

る
用
旦
ハで
あ

っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
定
し
得
る
。

言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
農
耕
に
費
す
用
具
す
な
わ
ち
農
耕
旦
ハで
あ
り
、

〈鍬
〉

〈鋤
〉
で
あ

っ
た
こ
と
は
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
官
物
で
あ

っ
た
農
耕

具
を
貸
し
、
収
穫
後
に
は
自
ら
で
製
造
さ
せ
て
備
え
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

養
老
六

(七
二
二
)
年
閏
四
月
二
十
日
の
条

の
記
載
は
、
農
耕
具
の
存
在
を
暗

示
さ
せ
る
と
と
も
に
、
古
代
に
お
け
る
荒
野
閑
地
の
開
墾

へ
の
労
働
力
投
入
と
労

働
手
段
で
あ
る
農
耕
具
11
調
度
の
存
在
形
態
を
語
り
か
け
て
く
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
具
体
的
に
農
耕
具
あ
る
い
は

〈鍬
〉

〈鋤
〉

の
存
在
を
、
こ

の
条
々
か
ら
窺
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

た
だ
、
「官
物
」
と
し
て
の
農
耕
具
、
と
く
に

〈鍬
〉
が
地
子
雑
物
と
し
て
納

め
ら
れ
た
こ
と
は
、
『
政
事
要
略
』
の

「定
諸
国
例
進
地
子
雑
物
事
」
の
、

伊
勢
国

尾
張
国(

伯
老
日国

出
雲
国

石
見
国(

米
百
二
斜

絹
六
十
疋

米
百
五
十
斜

油
二
斜

中

略

)

鉄
六
百
因
廷

海
藻
百
十
斤

禁
千
二
百
口

綿
二
百
五
十
四
斤

中

略

)
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備
中
国

米
百
世
石
粕
U伍
什
品

禁
四
百

口

鉄
二
百
九
十
廷

油
二
斜

備
後
国

米
百
計
石

油
四
石

黎
五
百
口

鉄
二
百
五
十
廷

と
い
う
記
載
か
ら
窺
え
、
「
件
雑
物
等
。
天
安
二
年
正
月
廿
九
日
官
符
。

元
慶
三

年
十
月
十
七
日
定
図
等
」
云
々
と
い
う
文
言
か
ら
官
符
に
も
と
ず
い
た
も
の
で
あ

っ

　
　

　

た

こ
と

が

わ

か

る
。

ま

た

、

同

様

な

記

述

は
、

『
延

喜

式

」

の

「
主

計

」

に

伯

老
日
国

晒
曜
杜
計
臣

調
。

白

絹

十

疋

。

(中

略

)
。

自

余

輸

絹

。

綿
。

鍬

。

鉄

。

庸

。

白

木

韓

櫃

九

A
口
。

自

余

輸

二
綿

。

鍬

。

中

男

作

物

。

紙

。

紅

花

。

椎

子

。

飴

皮

。

煮

乾

年

魚

。

雑

膳

。

(

中

略

)

備

中

国
桁
確
阯
九
日
海

路

十

二

日

調

。

繰

吊

十

五

疋
。

(
中

略

)
。

自

余

楡

二
絹

。

鍬

。

鉄

。

塩

。

庸

。

白

木

韓

櫃

六

合

。

自

余

輸

米

。

鉄

。

(

下

略

)

　
ヨ

　

と
み
え
、
調

・
庸
の
対
象

に

「
鍬
」
が
あ

っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

各
国
か
ら
徴
収
す
る
調

・
庸

で

「鍬
」

の
み
が
進
納
す

べ
き
対
象

に
な

っ
て
い

た
こ
と
は
興
味
深
い
事
象

で
あ
る
。
ま
た
、
対
象
の
国
が
出
雲
国
、
備
中
国
、
備

後
国
、
美
作
国
、
そ
し
て
伯
老
日国
に
限
ら
れ
、
い
ず
れ
も

「鉄
」
と
と
も
に
徴
収

さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
農
耕
具
史
を
考
え
る
上
で
留
意
す
べ
き
事
象

で
あ
ろ
う
。

こ
の
事
象

に
対
し
て

一
つ
の
示
唆
を
与
え

て
く
れ
る
の
が
、
『
延
喜
式
」

の

「内
膳
司
」

の
条

々
で
あ
る
。
古
く
は
、
古
島
敏
雄
氏
ら
に
よ

っ
て
引
用
さ
れ
て

き
た
同
条
の

「凡
作
園
」
云
々
と
い
う
記
載
に
続
く
、

其
鍬
七
七
四
口
。
鍬
柄
冊
枝
。
鋤
柄
淵
四
枝
。
並
二
年

;
蒐

即
轡

馬
鍬
二
具
。

カ
ラ
ス
キ

ノ

ヘ
ラ

サ
キ

服
亟
辛
鉗
閑
良
二
枚
。
鋒
四
枚
。
唱
胤
華

車
二
両
。
講
捌

と
い
う
文
言
に
よ

っ
て
、
鍬

・
鋤

(鍬
柄

・
鋤
柄
)
に
鉄
先
が

つ
け
ら
れ
た
も
の

　
　

　

と
解
釈
さ
れ
て
、
鉄
製
の
鍬

・
鋤
が
存
在
し
た
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
記
載
か
ら
、
鍬

・
鋤
と
と
も
に
鉄
製
歯
の
あ
る

「馬
鍬
」
が
用
い
ら
れ
て
い

　
ら

　

た

こ

と

が

わ

か

る

。

さ

ら

に
、

「
凡

作

園

」

と

い

う

記
述

に
続

い

て
、

「
耕

種

園

圃

」

の
項

に
は
、

翠

が
存

在

し

て
い

た

こ
と

も

窺

え

る

。

す

な

わ

ち

、

カ
ラ
ス
キ

営
大
麦

一
段
。
種
子

一
斗
五
升
。
惣
単
功
十
四
人
半
。
耕
地

=
遍
。
囮
梨

一
人
。

タ
ろ

駅
牛

一
人
。
牛

一
頭
。
料
理

一
人
。
畦
上
作
二
人
。
下
レ
子
半
人
。
刈
功
二
人
。

択
功
五
人
。
掲
功
二
人
。
赫
嘩

(

中

略

)

営
韮

一
段
。
種
子
五
石
。
惣
単
功
七
十
五
人
。
耕
地
三
遍
。
把
梨

一
人
半
。
駅

牛

一
人
半
。
牛

一
頭
半
。
料
理
平
和
二
人
。
畦
上
作
二
人
。
糞
二
百
十
捲
。
運

功
計
五
人
。
択
苗
子
功
六
人
。
殖
功
六
人
。
躰

芸
三
遍
廿

一
人
。
腋
綱

(

下

略

)

　
　

　

と

あ

り

、

農

耕

こ

の
場

A
口
、

園

圃

の
耕

作

で
あ

り
、

水

田

耕

作

で
な

い
点

に

問

題

点

が

あ

る
が

に

「
把

梨

」

が

用

い
ら

れ

て

い
た

こ
と

が

わ

か

る

。

そ

し

て
、

「
把

翠

」

に

「
駅
牛

(
一
人

)
」

と

「
牛

(
一
頭

)
」

が

一
組

と

し

て

使

用

さ
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れ
て
い
た
こ
と
も
窺
え
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
記
載
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農
作
物

の
耕
作
に
対
す
る
農
耕
具
、
そ

の
労
働
力

(使
用
者
)
そ
し
て
耕
作
に
お
け
る
諸
作
業
を
明
示
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
大
麦

(
一
反
)
を
耕
作
す

る
た
め
に
、
把
梨
で
耕
転
し
、
畦
作
り

を
お
こ
な
い
、
麦
の
種
子
を
撒
き
、
収
穫
時
の
麦
刈
り
の
後
に
麦
の
選
別
を
お
こ

な

っ
て
麦
を
掲
く
と
い
っ
た
作
業
が
あ
る

こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

そ
し
て
、

「料
理

一
人
」
と
い
う
文
言
は
、
耕
作

(耕
転
か
)
時
の

〈賄

い
〉
と
理
解
し
得

る
。

こ
の
大
麦
の
耕
作
に
費
す
人
び
と

(
労
働
力
)
は
総
員
十
四
人
半
で
あ

っ
た

こ
と
も
窺
え
る
。

こ
の
こ
と
は
と
も
か
く
、
平
安
時
代
前
半

(
一
〇
世
紀
前
半
)
に
は
、
鉄
先
の

鋤

・
鍬

・
馬
鍬

・
把
梨
な
ど
が
農
耕
具
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
平
安
時
代
後
半

(
一
一
世
紀
前
半
)
に
は
、

『
新
猿
楽
記
」

の

「
三
ノ

君
ノ
夫

.出
羽
権
介
田
中
豊
益
」
の
項
を
み
る
か
ぎ
り
、

鋤

・
鍬

・
馬
把

・
梨
を

農
耕
に
用
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、

「
調
鋤
鍬
。
暗

二
度
膜
迫
之

マ
ク
ワ
カ
ラ
ス
キ

　ア
　

地
。
繕
フ
馬
把
梨
」
と
い
う
文
言
が
そ
れ

で
あ
る
。

そ
し
て
、
『新
猿
楽
記
』
よ
り
少
し
時
期
が
下
る
が
、
『今
昔
物
語
」
(
巻
第

ニ

ノ
ナ
ヌ
ノ
マ
ヌ
ユ
キ
ス
メ
ル
コ
ト

十
六
、
本
朝
付
宿
報
の

「土
佐
ノ
国
ノ
妹
兄

、
行
住
不
知
嶋
語
」

の
話

の
中

に
、

ウ
マ
グ

ハ

カ
ラ
ス
キ

カ
マ

ク
ワ

ヌ
ノ

タ
ン
ギ

イ
フ

イ
タ
ル

ト
リ
イ
レ

「
馬

歯

・
辛

鋤

・
鎌

・
鍬

・
斧

・
錨

ナ
ト
云

物

二
至

マ
テ
、

家

ノ

具

ヲ
船

二
取

入

テ
渡

ヶ
ル
ニ
ャ
」

と

い

う

記

載

が

あ

り

、

い
く

つ
か

の
農

耕

具

を

用

い

て

い

た

こ

と

が

窺

え

範
・

さ

ら

に
、

『
今

昔

物

語

」

よ

り
少

し
時

期

が

下

る

一
二
世

紀

後

半

以

降

の

『
明

月

記
』

の
正

治
二

(
一
二
〇
〇
)

年
正
月

十
九

日

の
条

に

「
エ
フ
リ
可

レ
給
之
由
申
レ
之
」
と
い
う
文
言
が
あ
り
、
杁
と
称
さ
れ
る
も
の
を
使

っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
古
代
、
と
り
わ
け
平
安
時
代
に
は
、
農
耕
具
と
し

て

〈
鋤
〉

〈鍬
〉

〈馬
鍬
〉

〈翠
〉

〈鎌
〉
な
ど
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
文
献
史
料

か
ら
窺
え
る
と
と
も
に
、
雪
か
き
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
農
耕

具
と
し
て

〈杁
〉
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
充
分
想
定
で
き
る
。

古
代

の
文
献
史
料

に
現
わ
れ
る
農
耕
具
を
、
す
で
に
古
墳
時
代
の
農
耕
具
の
出

土
例
と
比
定
す
る
と
そ
の
差
異
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

古

墳

時

代

の
農

耕

具

○
鍬

(広
鍬

・
ナ

ス
ビ
形
平
鍬

・
又
鋤
)

(横
鍬

・
一
木

又
鍬

)

○
鋤

(
]
木
鋤
)

○
鎌

〔石
製

・
鉄
製
〕

※
こ
の
ほ
か
に
穂
摘

具
あ
り

○
馬
鍬

○
梨

○
大
足

○
饅

○

田
舟

○
杵

・
臼

平
安
時
代
の
農
耕
旦
ハ

○
鋤

〔鉄
製
鋤
先
〕
(種
類
不
明
)

○
鍬

〔鉄
製
鍬
先
〕
(
種
類
不
明
)

○
鎌

〔材
質
不
明
〕

○
馬
鍬

〔鉄
製
歯
〕

○
翠

〔鉄
製
刃
か
〕

○
大
足

(記
録

に
な
し
)

○
鎭

(記
録

に
な
し
)

○
田
舟

(記
録

に
な
し
)

○
杵

・
臼

(絵
画

に
あ
り
)
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※

『信
貴
山
縁
起
絵
巻
』
な
ど
の
絵
画
資
料
に
よ
る
。

○
杁

(
鋸
歯

の
横
鍬
)

○
杁

(
種
類

・
形
態
不
明
)

以
L

の
よ

う

に
、

占

墳

時

代

の
農

耕

具

の
出

上

例

に
は

存

在

す

る
が

、

占

代

の
文

献

史

料

に
は

記

載

さ

れ

て

い
な

い
農

耕

目
パ
が

あ

る
。

こ

の
よ

う

な

事

象

は
、

占

代

に

〈
大

足

〉

〈鋸

〉

〈
田

舟

〉

な

ど

が

存

在

し

な

か

っ
た

こ
と

を

明

、小
す

る
も

の

で

は

な

く
、

む

し

ろ

記

録

に
と

ど

め

ら

れ

な

か

っ

た

と
考

え

る

こ
と

が

妥

当

で
あ

ろ

う
。

言

い
換

え

る

と

、

占

代

に
お

い

て

、

文

献

史

料

を

み

る

か

ぎ

り

、

〈
鍬

〉

〈
鋤

〉

が

基

本

的

な

農

耕

目
パ
で
あ

っ
た

と

い
え

る
。

そ

し

て
、

〈
鍬

〉

〈
鋤

〉

と

と

も

に

〈
馬

鍬

〉

〈
梨

〉

が

農

耕

具

に
加

わ

り
、

〈
大

足

〉

〈
銀

〉

〈
田

舟

〉

な

ど

も
使

用

さ

れ

て

い
た

の

で
あ

ろ

う
。

さ

ら

に
、

〈杵

〉

〈
臼

〉

は
記

録

に

は
現

わ

れ

て
な

い
が

、

平

安

時

代

の
絵

巻

物

に
描

か

れ

て

い
る

こ
と

か

ら

、

脱

穀

の
農

　
　

　

耕
目
パと
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。

で
は
、

こ
れ
ら
の
農
耕
具
は
、
さ
き
に
触
れ
た
よ
う
に

「
官
物
」
と
し
て
占
代

国
家
が
所
有

・
管
理
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
農
民
自
身
で
所
有

・

管
理
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

古
代

に
お
け
る
農
耕
具
の
所
有
形
態
の
論
究
は
、
占
代
専
制
国
家
体
制
あ
る
い

は
占
代
奴
隷
制

・
農
奴
制
の
理
論
と
も
深

く
か
か
わ
り
あ

っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え

に
、
農
耕
具
の
所
有
形
態
と
国
家
体
制
と

の
関
連
は
興
味
深
い
課
題
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
次
に
文
献
史
料
か
ら
農
耕
具

の
所
有
形
態

の
実
態

に
つ
い
て
若
F
検

討
を
加
え
て
み
た
い
。

註
(
1
)

『続

日
本

紀
」
前
篇

繍

翻
国
史
大
系
〕
所
収

(
2
)

『
政
事

要
略
』

中
篇

繍

欄
国
史
大
系
〕
所
収

(
3
)

『延
喜
式
」
中

篇

繍

醐
国
史
大
系
〕
所
収

(
4
)

河

野
通
明

四
馬
鍬

の
導
入
」

(『
日
本
農
耕
具
史

の
基
礎
的
研
究
」
所
収
)

(
5
)

鉄
製
歯

の
馬
鍬

に

つ
い
て
は
、
平
安
時
代
後
期
作
と
考
え
ら
れ

て
い
る

『
本
朝
月

令
』

の

禰
同
日
松

尾
祭
事
」

の
項

に

遂
牽

二
彼
鼓
。

進
」
神

社

一
。
其
鼓
経

レ
年
破
損
。
真
足
興
主

霧
取

二
彼
輪

鉄

一
作

二

雑
釘
馬
鍬
等

一。

宛
二
売
買
析
。
F

レ
時
神
明
示

レ
崇
。

(
下
略
)
。

と

あ
り
、

鉄

輪

を
馬

鍬

(
の
歯
)

な
ど

に
造

り
変

え

て
売

買
し

た

こ
と
が
窺

え

る

(『
群
書
類
従
」
第

六
輯
所
収
)
。

(
6
)

『延
喜
式
」
後
篇

繍

嗣
国
史
大
系
〕
所
収

(
7
)

『
群
書
類
従
」
第

輯

(
『
新
校
群
書
類
従
」

第
六
巻

)
所
収

(
8
)

『
今
昔
物

語
集
」

四

(
日
本
古
典
文
学
大
系
二
五所
収
)

(
9
)

「粉
河
寺
縁
起
絵

」
(
『
日
本

の
絵
巻
」

5

〔平
安
時
代
未

成
立
?

〕
所
収

)

に
民

家

の
土
間

ら
し
い
場

所

に
臼
が
描
か
れ

て
い
る
。

ま
た
、
時
代

が
ず

っ
と
、下
る
が
、
「
石
山
寺

縁
起
絵

」
(
『
日
本

の
絵
巻
」

16

〔
鎌
倉

時
代
未
成
立
〕
所
収

〕
や

『
た
わ
ら
が
さ
ね
耕
作
絵
巻
』

〔室

町
末

の
作

と

い
わ
れ

て

い
る
〕

に
は
、
鍬

・
鋤

・
鎌
な
ど
を
使
う
情
景

が
描

か
れ
て
い
る
。
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第
三
章

古
代
の
農
耕
に
お
け
る

労
働
手
段
ロ
農
耕
旦
ハの
所
有
形
態

▲鋤 ・鍬での耕作(『 たわ らがさね耕作絵巻」)

古
代
の
農
耕

に
お
け
る
労
働
手
段
で
あ

る
農
耕
具
は
、
す

で
に

『延
喜
式
』

の

「
主
計
」
で
み
た
と
お
り
、
租

・
庸

・
調

の
納
税
の
う
ち
、
調
と
し

て
進
納
す

べ

き
も
の
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
『続
日
本
紀
』

の
養
老
六

(七
二
二
)

年
閏
四
月
二

十
五
日
の
条
で
記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
農
耕
具
は
官
物

の
調
度
と
把
握
さ
れ
て

　
ユ

　

い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
官
物
で
あ

っ
た
農
耕
具
は
収
穫

の
終

っ
た
後
に
、

借
用
者
の
農
民
自
身
に
農
耕
具
を
造
ら
せ
備
え
さ
せ
た
。

す
な
わ
ち
、
「
所
〃
漬

ユ
ル
調
度
ハ
官
物
借
け
之
。
秋
収
ヲ
リ
而
後

二
。
即
令
3
ン造
備
」
と
い
う
文
言
が
そ
れ

　
　

　

 
で

あ

る

。

こ
の
文
言

に
は
、
農
耕
具
の
所
有
者
は
古
代
国
家
で
あ
り
、
農
民
層
で
あ

っ
た

こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
農
耕
具
を
所
有
し
て
い
な
い
農
民
に
は
、
国

家
が

「官
物
」
の
農
耕
具
を
貸
し
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
八
世
紀
前
半
の
こ
の
記
載
内
容
に
は
、
官
物
の

「調
度
」
が
農
耕
具

と
断
定

で
き
る
だ
け
の
証
は
見
出
し
が
た
い
。
そ
し
て
、
八
世
紀
か
ら

一
一
世
紀

に
至
る
ま
で
、
農
耕
具
の
所
有
者
に
か
か
わ
る
詳
し
い
記
載
は
、
ほ
と
ん
ど
検
出

で
き
な
い
。
と
り
わ
け
、
古
代
律
令
国
家
体
制
下

の
農
耕
に
お
け
る
農
耕
具
と
そ

の
所
有
形
態
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

た
だ
、

一
〇
世
紀
末
に
農
民
に
よ
る
農
耕

の
状
況
と
農
耕
具
使
用
の
情
景
が
記

述
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
永
詐
二

(九
九
〇
)
年
十

一
月
八
日
付
の

「尾
張

国
郡
司
百
姓
等
解
」
に
み
る
次
の
記
載
が
そ
れ
で
あ
る
。

偏
有
勧
農
之
励
、
若
勧
東
沢
之
間
、
催
南
臥
之
日
、
遊
手
獺
農
業
、
懲
以
劉
寛

〔之
〕
鞭
、
騨
力
誇
業
、
賞
以
王
丹
之
酒
、
而
毎
年
至
四
五
両
月
農
時
、
令
入

　
イ

部
雑
使
等
、
(中
略
)、
於
官
庫
、
其
問
農
夫
拗
鋤
。
獺
耕
作
之
事
、
(下
略
)

　
ヨ

　

と
い
う
文
言
に
よ
る
限
り
、
農
夫
は
農
耕
具
を
な
げ
捨
て
、
耕
作
を
お
こ
な
わ
な

か

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「農
夫
」
と
呼
ば
れ
る
農
民
と
は
、
「田
堵
百
姓
等
」

で
あ

っ
た
こ
と
も
理
解
し
得
る
。
さ
ら
に
、
国
司
藤
原
朝
臣
元
命
の
非
法

に
よ

っ

　
　

　

て
、
「
耕
田
之
人
皆
悉
逃
亡
」
と
い
う
と
お
り
、
農
民
11
田
堵
百
姓

の
多
く
は
逃

散
し
た
と
訴
え
て
い
る
が
、

こ
の
訴
状
に
は
、
農
耕
に
従
事
す
る
農
民
に
結
び

つ

く
農
耕
具
所
有

の
有
無
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
再
び

一
一
世
紀
前
半
の

『
新
猿
楽
記
』
の
詳
細
な
記
述
を
窺
う
こ
と
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に
し

た

い
。

同

記

で
明

記

さ

れ

て

い
る
出

羽
権

介

田

中

豊

益

な

る
農

民

は
、

さ
き

に
触

れ

た

と

お

り
、

「
調

二
鋤

鍬

一
」

え

て
、

「
繕

フ
馬

把

梨

」

ほ

ど

の
者

で

あ

っ

た
。

そ

し

て
、

彼

は

「
数

町

戸

主

」

で
あ

り
、

「
大

名

出
堵

」

で

あ

っ
た

こ

と

が

わ

か

る
。

す

な

わ

ち

、

再

度

こ

こ

で
掲

げ

る

と
、

三

ノ
君

ノ
夫

ハ
出

羽

ノ
権

介

田
中

ノ
豊

益

。

偏

二
耕

農

ヲ
為

レ
業

。

更

無

他

計

一
。

数

ヘ

ヌ

ノ

タ

ト

町

ノ
戸

主

。

大

名

ノ
田

堵

也

。

兼

一ア
想

水

旱

之

年

。

調
鋤

鍬

一暗

二
度

-
膜

迫
之

地
。

↓

ヰ

セ

キ

ン

ヘ

ヘ

ホ

リ

ケ

ミ

ノ

ア

セ

ナ

ワ

テ

縛

フ
馬
把
梨

一。
或
一
於
堰
塞
堤
防

塒
渠
畔
畷
之
功

一。
育
二
田
夫
農
人

一。

或

サ

ヲ

ト

メ

ヲ

於
二
種
蒔
苗
代
耕
作
播
殖
之
営

一。
労
フ
五
月
男
女

一之
上
手
也
。
(下
略
)
。

　
ら

　

と
あ
り
、
大
名
田
堵
と
し
て
田
夫
農
人

(直
接
の
耕
作
者
)
や
五
月
男
女

(五
月

女
)
を
L
手

に
働
か
せ
て
い
た
こ
と
が
窺

え
る
。

言

い
換
え
る
と
、
大
名
田
堵
は

〈鋤
〉

〈鍬
〉

〈馬
鍬
〉

〈梨
〉
な
ど
の
農
耕

目
パを
所
有
し
、
田
堵
以
外
の
農
民
を
耕
作

さ
せ
て
い
た
こ
と
が
理
解

で
き
る
。

ま
た
、
す
で
に
触
れ
た

『今
昔
物
語
」

(本
朝
付
宿
報
)
の

「土
佐
ノ
国
ノ
妹
兄
、

ノ

ナ

ヌ

ノ

マ

　

ユ

キ

ス

メ

ル

コ

ト

行
住
不
知
嶋
語
」
を
再
び
み
る
と
、
土
佐
国
の
妹
兄
は

「下
衆
」
の
子
供
で
あ
り
、

こ
の
下
衆
は

「馬
歯

・
辛
鋤

・
鍬

・
斧

・
錨
」
な
ど
の
農
耕
具
を
所
有
し
て
い
た

こ
と
が
窺
え
る
。
す
な
わ
ち
、ニ

ケ

ル

ケ
リ

カ

ニ
パ

テ

ノ

ニ

今

昔

、

土

佐

国

、

幡

多

郡

住

下

衆

有

。

己

住

浦

非

他

浦

田

ヲ

作

ヶ
ル
ニ
、

己

ヵ
住

浦

二
種

ヲ
蒔

テ
、

苗

代

ト
云

事

ヲ
シ
テ
。

可

殖

程

二
成

ヌ
レ
ハ
、

其

苗

ヲ
船

二
引

入

テ
、

殖

人

ナ
ト
雇

具

シ
テ
。

食

物

ヨ
リ
始

テ
、

馬

歯

・
辛

鋤

・
鎌

・
鍬

・

斧

・
錨

ナ
ト
云

物

二
至

マ
テ
。

家

ノ
旦
ハヌ
船

二
取

入

テ
渡

ヶ
ル
ニ
ャ
。

(下

略

)

　
　

　

と
い
う
記
述
が
そ
れ
で
あ
る
。
田
植

の
時
期

に
な
り
、
殖
人
な
ど
を
雇
い
働
か
せ

る
こ
と
、
馬
鍬

・
梨

・
鍬

・
鋤

(
こ
の
記
述
の
後
半
に
明
記
)

・
鎌
な
ど
の
農
具

を
所
有
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

土
佐
国
幡
多
郡
の

「
下
衆
」
の
農
耕
お
よ
び
農
耕
具
所
有

の
状
況
は
、
さ
き
の

「
出
中
豊
益
」
と
い
う

「大
名
田
堵
」
と
同
様
の
身
分
の
農
民
と
重
複
す
る
の
で

あ
る
。

さ
ら
に
、
さ
き
に
触
れ
た

「
尾
張
国
郡
司
百
姓
等
解
」
に
み
え
る

一
〇
世
紀
末

の

「
田
堵
百
姓
」
自
身
、
農
耕
具

「鋤
」

で
代
表
さ
れ
た
耕
作
用
具

を
所

有
し
て
い
た
も
の
と
想
定
し
得
る
。

こ
の
よ
う
に
平
安
時
代
の
文
献
史
料
を
み
る
限
り

奈
良
時
代
に
は
記
録

に

現
わ
れ
て
な
い
が

、

〈鋤
〉

〈鍬
〉

〈馬
鍬
〉

〈梨
〉
な
ど

の
農
耕
旦
ハを
所

有
す
る
階
層
は
農
民
層
で
も

「
田
堵
」
と
称
さ
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
と
想
定
で
き

る
。し

た
が

っ
て
、
農
耕
具
を
所
有
す
る

「
田
堵
」
が
存
在
す
る
ゆ
え
に
、

=

世

紀
初
頭
の
寛
弘
九

(
一
〇

一
二
)
年
正
月
二
十
二
日
付
の

「
和
泉
国
符
案
」
に
み

　
マ

マ
　

　
　

　

る

「
可
普
仰
大
小
田
堵
古
作
外
令
発
作
荒
田
事
」
と
い
う
文
言
、

一
一
世
紀
中
頃

の
天
喜
六

(
一
〇
五
八
)
年
三
月
十
九
日
付
の

「
伊
賀
国
玉
瀧
杣
司
等
解
」

に
み

ロ　
ロ

え
る

「官
使
共
被
打
立
妨
示
、
因
薙
故
住
人
等
頗
出
来
、
荒
野
切
開
、
雛
耕
作
、

　
マ
マ
　

国
使
頻
羅
入
、
可
出
国
役
申
文
之
由
連
日
也
、
因
薙
田
堵
工
等
捨
鋤
鍬
、
各
抱
難
」

　
　

　

云
々
と
い
う
記
述
が
示
唆
す
る
ほ
ど
の

〈田
堵
の
活
動
〉
が
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
、
彼
ら
田
堵
層
は
、
単
な
る
直
接
生
産
者
と
し
て
の
農
民
層
で
は
な
く
、

天
喜
三

(
一
〇
五
五
)
年
[
H
]

二
十
八
日
付
の

「
丹
波
国
後
河
荘
田
堵
等
解
」
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で
現
わ
れ
る

「
旧
茂
田
堵
備
後
檬
紀

(花
押
)」
と
い
う
記
載

(連
署
名
)

の
よ

　
　

　

う

な

身

分

の
も

の

で

あ

っ
た

と
考

え

ら

れ

る

。

註
(
1
)
～

(
2
)

『
続

日
本
紀
」
前
編

(鵜
嗣
国
史
大
系
)
所
収

(
3
)
～

(
4
)

『
平
安
遺
文
」
第

二
巻

、
第
三
三
九
号
文
書

(
以
下
同
様

に
、

平
安

遺
文

二
⊥

三
二
九
と
略
す
)

(
5
)

『
群
書
類
従
」
第
九
輯

(
『新
校

群
書
類
従
」
第
六
巻
)
所
収

(6
)

『
今
昔
物
語
集
」

四

(
日
本
古

典
文
学
人
系
)
所
収

(
7
)

平
安
遺
文

二
ー
四
六

二

(
8
)

平
安
遺
文

三
-
八
八
七

(
9
)

平
安
遺
文

三
-
七

五
六

本
文

で
掲
げ

た
身
分

の
高

い
田
堵
と
同
様
な
も

の
と
し

て
、
康
和

三

(
一

一
〇

一
)

年
十

]
月

二
日
付

の

「
定
林
寺
妙
安
寺
所
司
等
解
」

に
み
え
る

一
例
を

挙
げ

て
お
く

。

す
な

わ
ち
、

「
田
堵
等
陳
申

者
、
田
堵
則
併
平
田
御
庄
司
寄
人
等
也
」

と

い
う
文

言

に

み
る

「
田
堵
」

が
そ
れ

で
あ
る

(
平
安
遺
文

四
-

一
四
六
六
)
。

結
び
に
か
え
て

古
代

の
農
耕
社
会
に
お
い
て
、
農
耕
具

の
発
達
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
自
然

界

で
の
災
害
が
い
か
に
農
耕
の
進
展
を
右
左
し
て
い
た
か
を
素
描
し
て
き
た
。
こ

の
災
害
を
禦
ぐ
術
と
し
て
農
耕
儀
礼
習
俗

が
律
令
国
家

の
祭
礼
行
事
の
比
重
を
占

め
て
い
た
こ
と
も
窺
え
た
と
い
え
よ
う
。

だ
が
、
農
耕
儀
礼
に
よ

っ
て
神
仏
の
加
護
が
得
ら
れ
る
と
は
限
ら
ず
、
農
耕
具

の
発
達
と
普
及
は
農
耕
の
促
進
-
荒
田

・
耕
地
の
開
墾
な
ど
ー
に
繋

っ
て
い
っ
た

こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
木
製
農
耕
具
か
ら
鉄
製

(鉄
先
)
農
耕
具

へ
と
発
達
す

る
途
上

で
、
人
力
に
よ
る
農
耕
の
諸
作
業
か
ら
人
力
と
畜
力
と
を
合
わ
せ
も

っ
た

馬
鍬
や
梨
の
発
達
に
よ
る
農
耕

へ
の
変
革
は
大
き
な
成
果
を
も
た
ら
し
た
と
想
定

し
得
る
。

馬
鍬
の
鉄
製
歯
の
売
買
の
記
述
は
平
安
時
代
後
半

の
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る

『本
朝
月
令
」
に
み
え
、
さ
ら
に
古
く
は

『
延
喜
式
」
の

「園
耕
作
」

の
記
述
の

と
お
り
、
馬
鍬
が
鉄
製
歯
を
装
着
し
た
も
の
で
あ
る
な
ら
、
平
安
時
代
中
頃
、

つ

ま
り

一
〇
世
紀
に
は
、
す
で
に
鉄
製
馬
鍬
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

そ
し
て
、
古
墳
時
代
に
現
わ
れ
た
鉄
製
鍬

・
鋤
も
、

一
〇
世
紀
段
階

で
は
改
良
を

加
え
ら
れ
た
鉄
製

(風
呂
?
)
鍬

・
鋤

へ
発
展
し
て
い
っ
た
こ
と
も
想
定

で
き
よ

う
。
た
だ
、
こ
の
想
定

に
は
、
文
献
史
料
お
よ
び
考
古
資
料
に
よ
る
証
が
な
い
た

め
、
推
察
の
域
を

で
な
い
。

し
か
し
、
古
代

の
農
耕
具
の
所
有
者
が

「田
堵
」
と
称
さ
れ
る
農
民
層
で
あ

っ

た
こ
と
は
、
す

で
に
触
れ
た
と
お
り
で
あ
り
、
「
田
堵
」
が
活
躍
し
は
じ
め
る
の

も

一
〇
世
紀
段
階
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
古
代
の
農
耕
に
お
い
て
、
農
耕
具

鋤

・
鍬

・
馬
鍬

・
梨
を

は
じ
あ
各
種

の
農
耕

に
必
要
な
用
具

を
所
有
す
る

「
田
堵
」

層
が
荒
田

・
荒

地
の
開
発
に
力
を
注
ぎ
得
た
要
件
と
し
て
、
鉄
製
農
具

(改
良

・
出
現
を
含
め
て
)
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に
求

め

ら

れ

る

の

で
は

な

い
か

、

と

い
う

課

題

を

提

示

し

て
結

び

に
か

え

た

い
。

(
一
九
九
七
年

二
月

二
十
六
日
了
)

一60一


